
Ⅳ 授業リフレクションの実際 

１ ビデオ視聴をもとにした授業リフレクション 

（１）小学校での実践 

①最初の指導案 

第６学年国語科学習指導案 
１ 単元名  三 相手や目的にあわせて書こう ガイドブックを作ろう 
 
２ 本時の目標 自分達で「ところタイム」に恩返しに行くところのガイドブックを作ること

に、興味・関心、見通しをもつことができる。 
 
３ 本時の展開 

学習活動 学習内容 指導上の留意点 時間 
 ３分 １ 本時の学習内容につい

て知る。 
○ガイドブック作りについての学

習   
 １０分   

 ○旅行先や施設の案内 ※子どものこれまでの生活

経験をできるだけ掘り下

げる。 

２ 「ガイドブック」につ

いて知っていることを

挙げ、その特徴やよさ

について話し合う。 

 ○説明や写真が載っている。 
 ○その場所の様子が大体わかる。 
  ○行きたくなる。 

１０分    
 ※音読と黙読を組み合わ

せ、活動に向けて意識を

高める。 

３ 教材文の全文を通読

し、ガイドブックを作

る手順を知る。 

○ガイドブックの構想→取材→構

成→ガイドブック作り  
  の手順で進められること。 

１０分    
 ※じっくりと考えて、自分

が何のためにガイドブッ

クを作るのか、目的意識

が高められるようにす

る。 

４ 「ところタイム」（総合

的な学習の時間）で活

動する場所のガイドブ

ックを作る目的につい

て考える。 

○所小の他の学年の子どもに知ら

せる。  
 

○地域の人にその場所のよさを知

ってもらう。 
 
 
 ○自分達もその場所のよさをさら

に知ることができる。  評 ガイドブック作成の目  
   的意識がしっかりともて

たか。    
    

１０分 ５ ガイドブック作りの具

体的な計画を考える。 
○各手順ごとにさらにどのような

活動をしていけばよいか考える。

※ワークシートを使い、活

動の手順が明確に意識づ

けられるようにする。 
 

   構想 
   ・ガイドブックの研究 ※各手順のポイントを押さ

え、どのような活動をす

ればよいか、明らかにす

る。 

   ・載せる内容を決める。 
   取材   

 ・材料を集める   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
６ 次時の活動について知

る。 

 ・材料の整理 評 ガイドブック作りに向  
 ・目次 けて具体的な計画を立

てることができたか。 
 

 構成  
 ・目次  
 作成  
  ・割り付け   ・文章を書く      ○色々なガイドブックを参考にし

て載せる内容を考える。 
※いくつかのガイドブック

を参考に、内容を考える。 
２分 



④ 挙手・発言 

 ア女子の発言が全体的

に少ない。 
↓ 

挙手のみの指名で進め

ており、「自分が言わな

くても・・・」になっ

ている。 

イ発言する児童が限ら

れている。 
↓ 

・他の子は「自分は参

加しなくてもよい」と

感じている。 
・発問の意図が伝わっ

ていない。 

ウ手をあげるのが反応

がよい。 
↓ 

よく話を聞いているか

らだろう。 
カ挙手して指す子ども

が廊下側の子どもが多

い。 

エＴ「保育園・幼稚園

に行く人は？」手を挙

げさせ、「どんなことを

のせようか？」と質問

する。   ↓ 
子どもからは出ないた

め、Ｔから次々 に聞い

ていく。発言を促す工

夫？ 

オ教室が静か（私語が

ない） 
↓ 

自ら発するのが苦手そ

う。「授業中はしゃべっ

てはいけない」と感じ

ているように見える。

発言がすくないのはそ

のせい？ 

⑥ 学習の準備 

 

ア「国語です

ので国語の

用意をして

ください」 

イ「国語の用意

をしてくださ

い」 
↑ 

学習規律として

事前に準備させ

ておく

ウ指示をしないと

授業準備ができな

い子がパラパラい

る。  ↓ 
習慣がまだできて

いない。 

指導技術など 
① 気になった子（個人） 

アほおづえをついて下を向い

ている。 
↓ 

暑い、気分が悪い（体調不良）、

興味がない 

イ下をよく向いている子

がいる。  ↓ 
一方で音読などはスラス

ラとしていた。授業内容が

この子にとっては退屈な

のかもしれない。 

ウＳさん 
手を挙げるが教師が気付

かずアピールする。 
↓ 

先生の質問に対し、自分の

考えがまとまり、言いたい

という希望が強い。 

エ廊下側3列目 
下敷きを丸めたり、折りた

たんだりしている。 
↓ 

学習内容に興味が持てず、

手いたずらをしている。日

常的？ 

カ5列目4番目赤のＴシャツ

男子 
肘をつき下を向いているこ

とが多い。 

キ紺とオレンジ、赤いＴシャ

ツの子ども 
教科書を読んでいるときわか

っていない。 

ク窓際後ろから2 番目の女子 

下敷きをうちわ代わりにして

扇いでいる。 
↓ 

学習より暑さが気になり集中

できない。 

ケ窓際最後列女子 本を立

て、姿勢を正しくしながら話

を聞く。   ↓ 
学習規律がきちんと身に付

き、学習意欲も高い。 

オ先生の話していること

をノートに記録している

子がいた。 

コ窓際後ろから 3 番目女子 

Ｔの板書を見ながらノート

に書く。（他の子どもはマッ

プに夢中）  ↓ 
ノートに書くことで学習に

参加しようとしている。 

 
 
 
 
 
 
              

② 板 書 

 

 

ア板書をノートに写し

ていない。 
↓ 

今日の学習内容を児童

は理解できたのか、頭

に入ったのか疑問。 
今日の学習内容を確認

する意味でもノートに

写させた方がよい。 

イ教師が黒板に書いた

り消したりしている。 
↓ 

板書計画が不十分 

ウ教師 子どもに配布

したプリントの拡大コ

ピーを掲示する。 
↓ 

子ども達に分かりやす

く見やすくするための

工夫。 

エ教師が板書をしてい

るとき、子ども達は特

に書いていない。 

③ 範読・音読（マル読み） 

 
アＴ教科書を範読する 
Ｃ教科書を見ながら静か

に聞く。 
教科書を開く指示に対し、

全員が教科書を開く。↓ 
Ｔの指示をよく聞く習慣

が身に付いている。 

イ「教科書を開いてくださ

い。」すぐ動作をする。 
↓ 

授業に参加している。 

ウ順番に読むとその方が

子どもは緊張している。 

エＴマル読みした後の評

価がない。 
↓ 

読みの向上につながらな

いのでは？ 

オ範読をきく姿勢が悪い。

マル読みする時の姿勢・発

声もよくない。 
↓ 

聞く目的、読む目的（めあ

て）がもてていないのでは

ないか。 

カ机間巡視をしながらＴ

が読んでいる。 
↓ 

児童が教科書と向き合っ

ているかを確認するため

か。 

キＴ「マップは机の上に置

くように」指示する。 
↓ 

教師の話に集中させるた

めの指導技術 

クＴ活動計画の立て方に

ついて教科書を見させる。

↓ 
自分の計画を立てるため

に教科書で確認させ、スム

ーズに学習を進める。 

 
 
 

           具体例 

⑦ 教材の提示 
 

 アそれぞれのガイドブッ

クを数種類配布 
見比べる作業の時間がな

い。 

イ友達の発言に集中せず

マップを見続ける児童が

多い。 
↓ 

マップのほうに興味・関心

がいっているため、友達の

話が聞けない。 

ウＴマップを見ながらガ

イドブックの目的を考え

るよう指示ずる。 
↓ 

参考になるものを提示し、

考えを引き出そうとした。

※マップとガイドブック

は同じ？ 

エ楽しみマップを配布し

た。 
↓ 

具体物の例としては、どう

なのか？ ほかによいも

のがあるのでは？ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑤ 児童一人一人への対応 

 アＴが質問する子ど

も一人一人に対して丁

寧に答える。 
↓ 

一人一人の子どもを大

切に思っているＴの温

かな接し方 

イ先生の言葉遣いが丁

寧 
↓ 

先生なりの児童への敬

意？言葉が児童にとっ

てはインフォーマルな

ものに思えて自由な表

現を妨げてしまってい

る

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

流 れ 

                                                                                                  アＴガイドブック（実物）を

出すタイミングが遅い。 
↓ 

児童の思考を具体的にし、意

欲を持たせるには、はじめの

段階で出した方が（教師が見

せるだけでも）betterなので

は？ 

エ目的がはっきりしない

と作る意味がない。 
↑ 

子どもの中にはまだガイ

ドブックへの必要性が出

てきていないのでは? 

クガイドブック作成計画

のプリントを配布したら、

子ども達の質問は内容に

写った。 

 
 
 
 
                        
               
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

アガイドブックって何

ですか？ ↑ 
各個人がガイドブック

についてわかっていな

い。発問が具体的でな

い。 

イ導入時の発問に対し

てなかなか児童の手が

挙がらない。 
↓ 

ガイドブックについて

知らない子が多そう。

ガイドブックが何？と

聞かれても難しいのか

も。 

エ先に教科書を見てる子

あり  ↓ 
意欲的？ 
答えを用意しておきたい。 

オＴ「思いうかべられ

る？」 ↓ 
全員が具体的に知って

いることを前提に話を

進めている。 

ウＴ「ガイドブックを作ろ

う」というのがあります。 
↓ 

「新しい単元」或いは「ガ

イドブックって知ってい

ますが？」といった時の方

がタイムリー？ 

 

イガイドブックとは何

かを聞かれ、教科書を

めくる。 ↓ 
自分の考えがまとまら

ず（分からず）教科書

から答えを探そうとし

ている。 

ア「ガイドブック」につ

いて学習する必要性を自

分たちの活動と結びつけ

て説明している。 
     ↓ 
自分たちと結びつけて考

えさせるのはよいと思う

が子ども達がそれを理解

したかどうかはあいま

い。 

ウＴ「ガイドブックつくりを

役立てないか」と投げかけ

る。Ｃからの反応はあまりな

い。「ガイドブックを作って

もらいたい」と話す。   
↓ 

子どもの思いよりも教師の

願いを主張する。どうしても

「ところタイム」とつなげた

い。 

エ「いきなりその場所に行っ

てもそこがどういう所か分

からない。国語と組み合わせ

てガイドブックつくりにつ

いて学習していきます。」 
↑ 

「ところタイム」と国語のつ

ながりがよくわからない。 

ケ目的と記事（内容）が混

同している。↓ 
児童は何のためにガイド

ブックを作るのか明確に

なったのか。個々 の作業目

的がもてたのかわからな

い。

オ「目的」という言葉を多

用    ↑ 
子どもはガイドブックの

内容を答えていた。目的意

識が低い。 

イ作る目的が上がってこな

い。↓ 
・対象とする場所がそれぞれ

違うので発言しづらい。 
・目的の意味がよくわからな カ何を目的にガイドブッ

クを作りますか?←子ども

の反応が少ない。作ること

へ子どもの意識が向いて

いない。 

コ初めの「ガイドブックっ

て何?」と中盤の「ガイド

ブックを何を目的に作る

か」まで同じような内容の

答えが何度も出ている。 
↓ 

同じ内容を堂々 巡りして

いるような印象を受ける。 

い

ウ音読→「ガイドブックがな

ぜあるのか？」↓ 
音読は十分に活かされたか。

教科書を読んだことが次の

流れを生み出したようには

見えない。 

キガイドブックっていう

のは何のためにあるんだ

ろう←質問の意味が不明 

サマップを見て「ガイ

ドブックがどうして作

られた」を質問し、考

えさせている。→あま

り発言は出てこない。 
↓ 

質問としては難しすぎ

るのでは？ 

シＴ「幼・保に行く人

手を挙げて？」→課題

を自分のこととして考

えられてよい。 

ス誰に、見せますか? 
↓ 

「来た人」子どもの中

には具体的な誰かを思

い浮かべられない。 

セＴ次回は内容を考え

て見ましょう。 
↓ 

ガイドブックを作る目

的を自分のものとして

もてていないまま進む

ことになる。 

ソＴ「計画表はところ

のファイルに」→学習

内容は国語、扱う内容

は総合、児童が混同し

てしまう。 

タチャイムがなっても

続けている。←子ども

の集中力もとぎれる。

本時に計画したところ

までは進めたいという

Ｔの思い 

 

課 題 

 

・国語と総合

の違いの明確

化 

 

・国語科にお

ける教科書の

効果的な使い

方 

導入 

学習活動２ 
学習活動４ 

  KJ 法による授業検討   



  ③改善された指導案 
※注 「学習活動２－ウ」等の表記は前出「ＫＪ法による授業検討」に記されているものと対 

応する。 

 
 
 

学習活動２－ア・イ 

ガイドブックについての生

活経験を十分に掘り下げ、興

味関心を高めようとした。 

学習活動４－ウ・エ・オ・カ・キ 

教科書を読み深めることで、ガイドブック作りの

目的や手順をきちんと把握できるように考えた。 

学習活動４－オ・カ 

ガイドブックの対象につい

て考えるようにすること

で、目的意識を持って取り

組めるようにした 

学習活動４－ア ⑦教材の提示－エ

具体物を初めに出して意欲を持たせ

るようにした。 

第 6 学年国語科学習指導案 
学習活動２－ウ 

計画は次時にまわし、本時で

は、興味関心を持つことを主

眼にした。 



（２）中学校での実践 

  ①最初の指導案 

１学年数学科学習指導案 

１ 単元名 文字式の計算（文字式の加法・減法） 

 （中略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 本時の学習 

 (1) 本時のねらい 

   ①計算法則をもとにして、文字式の加減法を導くことができる。【見方・考え方】 

   ②一次式の加減の計算が効率よくできる。【表現・処理】 

   ③項、係数、１次の項、一次式の意味を説明することができる。【知識・理解】 

 

 (2) 本時の展開 

 

時間 学 習 活 動 予想される生徒の反応 評  価 指導上の留意点 

１
０
分 

１ 項と係数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・どのような基準で

分けたかを発表さ

せる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・練習問題を解く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・２つ 

・４つ 

 

 

 

 

・３つ 

 

・そんな感じがしたから。 

・うまく言えない。 

・－や＋で分かれている。 

 

 

 

 

 

 

 

・＋( )の省略を忘れてた。

・これならできる。 

・マイナスを忘れた。 

 

 

 

 

 

・課題に興味を示してい

る(表情観察) 

 

 

 

・式を見て気づこうとし

ている(発表、観察) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・項を見つけようとして

いる。（観察） 

 

 

・これから学ぶ項について感覚

的にとらえることができるよ

うな、簡単な内容だというこ

とに気づかせる。 

 

・理由は言わずに答えを言う 

 

 

 

・項という新しい名前について

ふれる。 

 

 

 

・多項式、単項式ということば

を学んでいない現段階では項

を左のように伝える。 

 

・全てを和のかたちで表せると

いうことを思い出させる。 

 

・＋( )が省略できることを忘

れている生徒もいるのでもう

一度触れる。 

 

・項の考え方を定着させる。 

７
分 

 

 

例 ５xの係数 

  ３xの係数 

  －５ｙの係数 

 

・練習問題の文字を

ふくむ項の係数を

書かせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・係数を見つけようとし

ている。（観察） 

 

 

 

 

・一次式について理解す

る。 

 

 

・＝の使い方に注意する。 

 

・机間支援をする。 

 

・係数の考え方を定着させる。

 

・３x２＋４ｙ、
１

xについても軽

く触れる。 

５x－７ 

この式はいくつに分かれているように感じますか。 

３x－５ｙ－２ 

この式はいくつに分かれているように感じますか。 

項：足し算のかたちで表された式一つ一つのこと 

項＋項＋項 

というカードを使い符

号を忘れないような意

識付けをする。 

５x－７＝５x＋(－７) 
３x＋５ｙ－２ 
  ＝３x＋５ｙ＋(－２) 

(1) ２x＋４ｙ＋５ 
(2) ３ａ－２ｂ－３ 
(3) －６ ＋８ｙ－２ x

係数：文字をふくむ項の数の部分 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１
８
分 

２ 式を簡単にする

こと 

 

 

 

 

 

・兄のテープの長さ、

弟のテープの長さ

を文字を使って表

す。 

 

 ５x＋３x 
  ＝(５＋３)x 
  ＝８x 
 

 

 

      ＝ 

 

 

 ５x－３x 
  ＝(５－３)x 
  ＝２x 
 

 

  ＝ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・兄：５x、弟：３x 
・兄：x＋５、弟：x＋３ 

 

 

 

 

 

 

 

        ＋ 

 

 

 

 

 

 

 

        － 

 

 

 

 

 

 

・興味を持って考えようと

している。（観察） 

 

 

 

 

 

・文字の式のきまりにした

がって表している。 

        (観察) 

 

・文字式の足し算の方法を

見つけようとする。 

 

 

 

 

 

 

 

・文字式の引き算の方法を

見つけようとする。 

 

 

・合計という言葉、差という言

葉がそれぞれ足し算、引き算

を意味していることを確認す

る。 

 

 

・x ㎝のテープが５本で５x で

あることをもう一度確認す

る。 

 

 

 

 

・図を見て視覚でとらえさせイ

メージしやすくする。 

1 本 x㎝のテープを兄は５本、弟は３本持っていました。２人の

テープの長さの合計を式に表しましょう。また、２人のテープ

の長さの差を式に表しましょう。 

ｍx＋ｎx＝(ｍ＋ｎ)x 

１
２
分 

・例 文字の部分が

同じ項をまとめ

る。 

 

 

 

 

・教科書ｐ５８問２

を解く。 

  

 

 

 

 

 

 

・問題を解こうとする。 

      （観察） 

 

 

・係数を計算するだけだという

ことに気づかせる。 

 

 

・机間支援をし、理解が遅い生

徒の支援をする。 

－３x＋２x＝(－３＋２)x 
      ＝－x 
７x－x＝(７－１)x 
    ＝－６x

３
分 

３ 自己評価カード

の記入 

   

 

次のＫＪ法を活用しての話し合い結果 

 ・ビデオを視聴して研究協議を行うと、同じ場面を繰り返して見ることができるために、教師の言
葉の癖を知ることができたり、教師の視界以外の授業風景も見ることができるので、広い視野で
研究協議を行うことができた。 

 ・ビデオを視聴しながら授業をふり返ると、教師の説明で理解しにくいところがいくつか見られた。
また、教師が板書の際、ノートを書き始めるのが遅い生徒の様子など、教師の視界に入っていな
い生徒の行動を見ることができた。 

 ・授業後にビデオを視聴しながら授業反省や指導案の再検討を行うと、既習内容の確認をもう少し
丁寧に行う必要があると感じた。また、多くの目で授業を見ることで日ごろは気付かない生徒の
動きを確認することができた。 

 ・この場面で「なぜ、この発問をしたのか」「なぜ、生徒は間違えているのか」等、ひとつひとつの
疑問を丁寧に検証していくことで既習内容のどこで、つまずいているのかがわかり、発問の仕方
を工夫する手立てとなった。 

 ・生徒の反応を見て、生徒は「わかっているだろう」「できるだろう」という教師の思い込みの中で
授業をおこなっていることに気付いた。 



ＫＪ法による授業の検討 

 

板書 

①板書の書き直しが多い。板書させているとき、生

徒を見ていない。 
②板書するときの約束事を確認しておきたい。 

改善のポイント３ 

 「たすこと・ひくこと」の説明 

①文字の足し算・引き算を一般化したが、ｍ、

ｎの定義づけがなされていない。 
ｍx＋ｎx＝（ｍ＋ｎ）x 
ｍx－ｎx＝（ｍ－ｎ）x 

改善のポイント１ 「項」の説明 

①「５x－７はいくつに分かれていますか」の発問で、「分かれ

ている」の意味がわからない。 
②５x－７＝５x＋（－７）足し算の形にする。項の符号を忘

れない。 
③「項」と「係数」の説明は具体例を示して、明確に説明する。

教具 

①紙テープの活用（５x＋３x、５x－３x） 
②5x、３xの意味がわからない生徒もいるのではないか。 
③「お兄さんから弟のテープを取る」は「お兄さんのテープから弟

のテープを取る」（言葉の使い方の正確さ） 
テープの並べ方を工夫する。 
④項＋項 やテープなど準備した自作教材を使用していてわかりや

すかった。 

生徒 

①何も指示していない時間がある。 
②⇒と「－」が重なっていて、後ろの生徒には「－」が

見えなかったかもしれない。 
③ノートをとり始める時間が生徒によってまちまちであ

った。 

改善のポイント２ 「次数」の説明 

①４x＋３ｙ－２を２次式と書いている生徒が

いる。 
②生徒；「１次の項」教師；そうですね、１次

式です。 
③言い間違いをしている。 

全体 

①学習内容が多い。 
②授業のペースが速い。 
③生徒に考えさせ、発表させることを教師が答えを言ってしまった。 

手立て 

①まとめを書いていない生徒に、声かけをして、しっ

かりやらせようとしている。 

授業規律 

①挨拶をしっかりさせる。指名された生徒の返事が

ない。 

教師の癖 

①「めちゃめちゃ簡単です。」「これも、そんなに難しくないです。」「～してください。

～だぞ。」「～君、～さん」など、言葉の使い方がばらばらである。 
②教師の声がはっきりしていてわかりやすい。 

改善のポイント４ 机間支援 

①理解が遅れている生徒に個別指導を行っていた。集中力を

欠いている生徒への声かけを行っている。 
②机間支援をして一人一人の生徒に声かけをしている。生徒

ができたときにたくさんほめている。 

生徒の様子 

①机に伏せている生徒がいる。授業中の約束事（ノー

トを取る）が守られていない。 



 

  ③改善された指導案 

 

 (2) 本時の展開 

時間 学 習 活 動 予想される生徒の反応 評  価 指導上の留意点 

１
０
分 

１ 項と係数 

 

 

 

例１ ５x＋７,  

   ３x＋５ｙ＋２ 

 

 

 

 

 

 

 

例２ ５x－７,  

  ３x－５ｙ－２ 

 

 

 

 

 

 

 

・練習問題を解く 

 

 

 

 

 

 

 

 

・＋は項の中に入るんで

すか。 

 

 

 

 

 

 

 

・－で分かれているので

項はない 

・＋( )の省略を忘れ

てた。 

 

 

 

 

・式を見て気づこう

としている 

   (発表、観察)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・項を見つけようと

している。（観察）

 

 

 

 

 

 

・項という新しい名前

についてふれる。 

 

・多項式、単項式とい

うことばを学んでい

ない現段階では項を

左のように伝える。 

 

 

 

 

 

・全てを和のかたちで

表せるということを

思い出させる。 

 

・＋( )が省略できる

ことを忘れている生

徒もいるのでもう一

度触れる。 

 

・項の考え方を定着させ

る。 

９
分 

例 ５xの係数 

  ３xの係数 

  －５ｙの係数 

・練習問題の文字をふ

くむ項の係数を書かせ

る。 

 

  

・係数を見つけよう

としている。（観

察） 

 

 

・一次式について理

解する。 

・＝の使い方に注意す

る。 

・机間支援をする。 

・係数の考え方を定着

させる。 

・３x２＋４ｙ、
１

xにつ

いても軽く触れる。 

改善のポイント１  

項に分けるという作業は、簡単だと思わせるために

イメージで「分かれている」という発問を行った。

しかし、この発問では意図が生徒には伝わらないた

め、項という言葉の意味を説明することにした。ま

た、＋で分かれていることを意識させるために最初

は加法だけで表された式、次に－を含む式を使用し

た。 

項：足し算のかたちで表された式一つ一つのこと 

項＋項＋項 

というカードを

使い符号を忘れ

ないような意識

付けをする。 

項＋項＋項 

というカードを

使い符号を忘れ

ないような意識

付けをする。 
５x－７＝５x＋(－７) 
３x－５ｙ－２ 
  ＝３x＋(－５ｙ)＋(－２) 

(1) ２x＋４ｙ＋５ 
改善のポイント２ (2) ３ａ－２ｂ－３ 

(3) －６x＋８ｙ－２  ４x＋３－２を２次式と答

えている生徒もいたため時

間をかけて説明する。 

係数：文字をふくむ項の数の部分 

 



 

２ 式を簡単にするこ

と 

 ・興味を持って考えよ

うとしている。 

・合計という言葉、差と

いう言葉がそれぞれ

足し算、引き算を意味

していることを確認

する。 

 

       （観察） 

   

   

１
８
分 

・兄のテープの長さ、

弟のテープの長さを

文字を使って表す。 

 

 ５x＋３x 

  ＝(５＋３)x 

  ＝８x 

 

 

   ＝ 

 ５x－３x 

  ＝(５－３)x 

  ＝２x 

 

  ＝ 

 

 

 

 

 

 

 

 

・兄：５x、弟：３x 

・兄：x＋５、 

弟：x＋３ 

 

 

 

 

        ＋ 

         

 

 

 

        － 

 

 

 

 

 

 

 

・文字の式のきまりに

したがって表して

いる。 (観察) 

 

・文字式の足し算の方

法を見つけようと

する。 

 

 

・文字式の引き算の方

法を見つけようと

する。 

・x㎝のテープが５本で

５xであることをもう

一度確認する。 

 

 

・図を見て視覚でとらえ

させイメージしやす

くする。 

 

 

・差と考えると３x－５

xも考えられるがこの

段階ではそれには触

れない。 

 

・以前指導した分配法則

の考え方が使えるこ

とを思い出させる。 

 

・加法ではｍ＝５,ｎ＝３

・減法では 

    ｍ＝５,ｎ＝－３ 

1 本 x㎝のテープを兄は５本、弟は３本持っていました。２人

のテープの長さの合計を式に表しましょう。また、２人のテー

プの長さの差を式に表しましょう。 

１
０
分 

・例 文字の部分が同

じ項をまとめる。 

 

 

 

 

・教科書ｐ５８問２を

解く。 

  

 

 

 

 

 

・問題を解こうとす

る。（観察） 

 

 

・係数を計算するだけだ

ということに気づか

せる。 

・机間支援をし、理解が

遅い生徒の支援をす

る。 

３
分 

３ 自己評価カードの

記入 

 ・自分自身の本時の活

動をふり返らせ評

価させる。 

 

 

 

改善のポイント４     
文字の約束である、１の省略を

忘れている生徒が多かったた

め。 

改善のポイント３  
 一般化はしたがｍ、n
の定義付けがなされて

いなかったという指摘

があったため。 

ｍx＋ｎx＝(ｍ＋ｎ)x 

文字の約束である、

１の省略について触

れる。 

－３x＋２x＝(－３＋２)x 

      ＝－x 

７x－x＝(７－１)x 

    ＝６x 

 




